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日本銅センター設立60周年を迎える
〜記念式典を開催〜

特別インタビュー
五十嵐美樹さん

　
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
11
月
6
日
、
東
京
・
コ
ー
ト

ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
、
設
立
60
周
年

式
典
を
開
催
し
た
。
正
会
員
で
あ
る
日
本
鉱
業
協
会
、
日
本

伸
銅
協
会
、
日
本
電
線
工
業
会
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
関
係
者
や
賛
助

会
員
、
経
済
産
業
省
か
ら
の
来
賓
な
ど
約
１
2
０
人
が
出
席

し
た
。　
　

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
小
野
会
長
は
、
銅
業
界
が
一

体
と
な
っ
た
技
術
研
究
開
発
、
持
続
可
能
な
社
会
形
成
に
貢

献
し
て
い
く
新
た
な
世
代
の
人
材
を
育
て
て
い
く
使
命
を

語
っ
た
。
さ
ら
に
、「
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
の
銅
事

業
と
資
源
循
環
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
株
式
会
社
執
行
役
常
務
、
金
属
事
業
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
の
伊
左
治
勝
義
氏
が
、
ま
た
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
の
ひ

ろ
が
り
～
科
学
を
自
分
ら
し
く
表
現
す
る
～
」
と
題
し
、
東

京
都
市
大
学
教
育
開
発
機
構
准
教
授
の
五
十
嵐
美
樹
氏
が
記

念
講
演
を
行
っ
た
。
祝
賀
会
で
は
、
来
賓
と
し
て
経
済
産
業

省
大
臣
官
房
審
議
官
浦
田
秀
行
氏
、Ｉ
Ｃ
Ａ
代
表
の
フ
ァ
ン・

イ
グ
ナ
シ
オ
・
デ
ィ
ア
ス
氏
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
森
平

英
也
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
に
移
っ
た
。参
加
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
こ
の
60
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

ー
「
銅
」
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の

で
す
が
？

テ
レ
ビ
企
画
で
、
ゼ
ロ
か
ら
冷
蔵
庫
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
無
人
島
で
科
学

の
力
で
生
き
延
び
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
た

結
構
極
限
の
状
態
に
立
た
さ
れ
る
と
き
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
と
き
、
本
当

に
何
度
も
銅
に
救
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
ワ
ニ
口
ク
リ
ッ
プ
と
シ
ャ
ー

ペ
ン
の
芯
、
そ
し
て
直
列
で
電
池
を
繋
い

で
火
起
こ
し
と
か
…
…
。
銅
の
導
電
性
、

加
工
性
を
考
え
る
と
、
銅
が
無
け
れ
ば
人

類
の
文
明
に
発
展
は
難
し
か
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
ま

で
「
銅
」
に
対
す
る
思
い
が
あ
る
と
は
。
　

　
実
は
実
際
に
銅
山
に
行
っ
て
、
そ
こ
か

ら
銅
を
採
取
す
る
と
い
う
の
が
夢
の
ひ
と

つ
で
す
！
　
銅
セ
ン
タ
ー
様
に
も
ご
協
力

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
　

記念式典は約120名が出席した

祝賀会にて

「踊るサイエンスエンターテイナー」
として、自身が科学に興味を持つ
きっかけとなった、科学実験教室や
サイエンスショーを全国の子どもた
ちにむけて開催。科学の一端に子ど
もたちが触れるきっかけを創り続け
ている。
エンジニア職の経験を活かして「理
系女子キャリアイベント」の講師と
しても活躍。現在レギュラー出演中
の NHK 高校講座「化学基礎」では、

「身近な酸化還元反応」の回で銅の
電解精錬工場を紹介している。

No.

黒
鉱
製
錬
か
ら
続
く

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
進
化
を
目
指
し
て

　

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
創
業
の
地
で
あ
る
小
坂
鉱
山
は
、
銀
を
多
く
含
む

土
鉱
と
呼
ば
れ
る
鉱
石
を
産
出
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
８
９
０
年

を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
鉱
石
の
枯
渇
が
始
ま
り
、
閉
山
の
危
機
に
直
面
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
新
た
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
土
鉱
よ
り
も
地
下
深
く
に
豊
富
に

存
在
し
て
い
た
黒
鉱
の
採
掘
・
製
錬
で
し
た
。

　

黒
鉱
は
、
金
、
銀
、
銅
を
は
じ
め
、
有
用
な
金
属
を
豊
富
に
含
有
し
て
い

る
も
の
の
不
純
物
が
多
く
、
当
時
の
技
術
で
は
製
錬
が
き
わ
め
て
困
難
だ
と

言
わ
れ
て
い
た
鉱
石
で
す
。
土
鉱
の
枯
渇
に
よ
り
小
坂
鉱
山
を
閉
山
す
べ
き

と
の
声
が
上
が
る
な
か
、
当
社
の
技
術
者
が
黒
鉱
の
画
期
的
か
つ
独
自
の
製

錬
法
を
開
発
し
、
１
９
０
２
年
に
小
坂
製
錬
所
（
現
在
の
小
坂
製
錬
）
に
お

い
て
本
格
的
な
黒
鉱
製
錬
を
開
始
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

時
代
の
変
遷
を
経
て
、
１
９
９
０
年
に
小
坂
鉱
山
で
の
黒
鉱
の
採
掘
は
終
焉

を
迎
え
ま
し
た
が
、
磨
い
た
製
錬
技
術
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
金
属
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
に
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
入
り
、
廃
棄
物
の
増
加
や
多
様
化
、
資
源
枯
渇
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
を
背
景
に
、
社
会
は
可
能
な
限
り
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る

循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
目
指
し
始
め
ま
し
た
。
小
坂
製
錬
は
、
変
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
鉱
石
を
原
料
と
す
る
製
錬
か
ら
、
使
用
済
み
の
電
気
・
電

子
製
品
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
、
所い
わ
ゆ
る謂

、
都
市
鉱
山
か
ら
金
属
を
取
り
出

す
「
リ
サ
イ
ク
ル
製
錬
所
」
へ
と
大
き
く
そ
の
形
を
変
え
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
は
品
質
が
一
定
で
は
な
く
「
リ
サ
イ
ク
ル
製
錬
所
」
へ

の
転
換
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
黒
鉱
製
錬
に

挑
戦
し
た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
小
坂
製
錬

は
多
種
類
の
金
属
を
回
収
す
る
技
術
を
持
つ
「
リ
サ
イ
ク
ル
製
錬
所
」
へ
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
秋
田
県
内
に
お
い
て
、
小
坂
製
錬
を
中
核
と
し
、
秋
田
県
内

の
製
錬
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
各
社
が
連
携
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
金
属
は
グ
ル
ー
プ
の
川
下
事
業
で

も
利
用
さ
れ
、
新
た
な
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
豊
か
な
社
会
の
創
造
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
金
属
加
工
事
業
の
主
力
製
品
に
は
、
自
動
車
向
け
銅
合
金
の

N
B–109

（C19205

）、N
B–105

（C19020

）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
銅

合
金
は
、成
分
に
す
ず
や
ニ
ッ
ケ
ル
を
含
む
た
め
、す
ず
め
っ
き
製
品
や
ニ
ッ

ケ
ル
め
っ
き
製
品
に
な
っ
て
も
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
性
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

加
工
工
程
で
発
生
し
た
こ
れ
ら
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
め
っ
き
を
剥
離
す
る
こ
と

な
く
、
伸
銅
工
程
の
小
さ
な
循
環
サ
イ
ク
ル
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ネ
ク
タ
ー
や
半
導
体
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
銅
合
金
は
使
用
済
み
と

な
っ
た
後
、
都
市
鉱
山
と
し
て
大
き
な
循
環
サ
イ
ク
ル
の
中
で
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
製
錬
を
中
心
に
材
料
か
ら
部
品
、
そ
し
て
寿
命
を
終
え
た
製

品
か
ら
金
属
回
収
を
し
て
新
た
な
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
循
環
型
ビ
ジ

ネ
ス
が
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
加
速
し
て
き
て
い
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
と
い
っ
た
社
会
的
課
題
に
今
後
も
正
し
く
向
き
合
い
、
有
限
資
源

で
あ
る
銅
を
原
料
と
す
る
製
品
の
機
能
向
上
と
リ
サ
イ
ク
ル
性
向
上
を
追
求

す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る

こ
と
が
当
社
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
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一
般
社
団
法
人　

日
本
銅
セ
ン
タ
ー
副
会
長

一
般
社
団
法
人　

日
本
伸
銅
協
会
会
長

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
メ
タ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

鬼
王
孝
志

２	

カ
パ
ー
ロ
マ
ン

黒
鉱
製
錬
か
ら
続
く

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
進
化
を
目
指
し
て

３	

銅
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

日
本
銅
セ
ン
タ
ー
設
立
60
周
年
を
迎

え
る
〜
記
念
式
典
を
開
催
〜

4・5	

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
で
の

銅
回
収
の
実
情

資
源
循
環
型
社
会
を
実
現
さ
せ
る

東
日
本
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

株
式
会
社

6・7	

カ
パ
ー
ワ
ー
ル
ド

老
舗
企
業
が
挑
む
金
属
加
工
の
新

し
い
か
た
ち

瀬
尾
製
作
所
株
式
会
社

8・9	

カ
パ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
第
２
回　

銅
の
す
ご
い
力
を
調

べ
て
み
よ
う
！
～
夏
休
み
自
由
研

究
コ
ン
テ
ス
ト
～
」
開
催

10・11	

銅
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

	

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

高
岡
銅
器
／
着
色
体
験

（左上）小坂製錬所　（左下）黒鉱（右）リサイクル専用炉
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